
～学校評価アンケート結果～ 

今年度も 12 月にホームページ上で学校評価アンケートを実施しましたが、多くの保護者の方

にご協力いただきました。ありがとうございました。アンケート結果を基に教職員で話合いを

持ち、今後の対応等を検討いたしました。その一部をご報告いたします。  

 

 

＜学習指導＞ 

●学校は、子どもに自分の考えを持たせたり、発表させたりすることで、共に学ぶ喜びを味わわせている。 

  4 3 2 1 平均 

生徒 293 205 30 11 3.45  

保護者 105 190 44 8 3.13  

教員 13 25 2 0 3.27  

●学校は、コンピュータやタブレットなどの ICT を効果的に活用している。 

  4 3 2 1 平均 

生徒 227 251 46 15 3.28 

保護者 128 192 39 2 3.24 

教員 28 11 1 0 3.69 

●自学の時間の学習は子どもの学力向上に役立っている。  

  4 3 2 1 平均 

生徒 267 194 59 16 3.33 

保護者 84 152 26 13 3.12 

 

 

＜生徒指導＞ 

●学校は、集団生活のルールやマナーの申し合わせ事項について適切な指導をしている。  

  4 3 2 1 平均 

生徒 279 232 22 5 3.46 

保護者 120 197 36 13 3.16 

教員 20 17 3 0 3.43 

●学校は、人権・同和教育の視点に立ち、いじめや差別を許さない強い心を育てようとしている。  

  4 3 2 1 平均 

生徒 393 124 18 3 3.69 

保護者 98 190 43 12 3.09 

教員 20 17 3 0 3.43 
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１人１台端末 (個人タブレット)の活用により、授業形態も変化してきました。ほとんどの教科で ICT

を活用しており、定期テストや小テストで「えひめ ICT 学習支援システム（EILS）」を活用している教科

もあります。「個別最適な学び」と「協働的な学び」を進めています。また、自学の時間には、学習の

みならず、言語技術教育も取り入れ、生徒相互の話合い活動にその効果が表れています。継続す

ることで、自信を持って自分の意見を表現できる生徒を育てていきたいと思います。 

凡例  ４   ･･そう思う ３   ･･ややそう思う ２   ･･あまりそう思わない １   ･･そう思わない 

おおむね生徒は真面目に学校生活を送っており、学校全体の雰囲気も落ち着いています。毎月

行っている「日本一アンケート」（いじめ調査）や教育相談、日記指導などを継続しながら、教職員間

で連携して、問題の早期発見、解決に努めます。また、楽しく快適な学校生活を送るためには、正し

い言動を身に付けていく必要があることやＳＮＳの正しい利用の仕方についての指導を今後も続けて

いきます。 
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＜健康・安全・感染症対策＞ 

●学校は、生徒の健康状態を確認するとともに、環境衛生の維持・改善を行っている。  

  4 3 2 1 平均 

生徒 271 200 55 11 3.36 

保護者 138 194 17 6 3.31 

教員 24 15 1 0 3.59 

●学校は、「マスクの着用」「手洗い」など、感染症対策を適切に行っている。  

  4 3 2 1 平均 

生徒 402 119 13 4 3.71 

保護者 146 186 25 5 3.31 

教員 23 17 0 0 3.58 

 

＜教育環境＞ 

●学校は文書やホームページ等によって、情報発信に努めている。  

  4 3 2 1 平均 

生徒 273 212 38 13 3.39 

保護者 197 173 14 3 3.46 

教員 20 20 0 0 3.50 

●学校は言語活動の充実及び展掲示の工夫等の環境整備に努めている。 

  4 3 2 1 平均 

生徒 261 223 45 7 3.35 

保護者 95 171 26 0 3.20 

教員 16 22 2 0 3.35 

 

＜部活動＞ 

●学校は部活動が充実している。 

  4 3 2 1 平均 

生徒 281 175 58 22 3.33 

保護者 125 168 61 19 3.07 

教員 19 17 3 1 3.18 

新型コロナも５類に移行され、学校行事もコロナ前のような取組になってきています。日常的な感

染症対策は行っていたにもかかわらず、インフルエンザの流行で、学年閉鎖等を行いました。気

を緩めることなく、状況に応じた感染症対策を的確に行い、充実した教育活動が実施できるように

していきたいと考えています。 

 以前のような学校行事が実施できるようになり、コロナ禍に比べると教育効果が上がっていると考
えています。また、ホームページやテトルを活用して必要な情報をタイムリーに発信することで連絡･

連携が図れていたと思います。１１月中旬から１月末まで、体育館の床の張り替え工事を行い、体育

館が明るくなりました。また、参観日等の実施もあり、昨年以上に、保護者や地域の方に落ち着いた

学校生活を送っている生徒の様子を見ていただけたと思います。 

部活動の運用については、地域移行のこともあり、これからどんどん変革していくことと思われま

す。時代に即した活動となるよう留意しながら、生徒の成長を促すような活動を継続していきたいと

考えています。来年度は、新体操部の新入生の募集は行いませんが、活動は、他の部活動も含

め、今まで通りに実施していく予定です。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒

保護者

教員

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒

保護者

教員

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒

保護者

教員

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒

保護者

教員

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒

保護者

教員


